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銅酸化物高温超伝導体では、モット絶縁体といわれる母物質に電子又
は正孔キャリアをドープすることで超伝導が発現するといわれています。
この考えは本当に正しいのか？分子線エピタキシー法で新しい超伝導
体を創製し、高温超伝導の発現機構解明に迫ります。

どんな問題に取り組むのか？
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得られた結果はどう新しいのか？

これまで、絶縁体と考えれていた物質にキャリアをドープすることなく超
伝導化することに成功しました。これは、今まで考えられていた高温超
伝導発現機構からは全く予期されなかったことであり、発現機構の見直
しを迫るとともに、新しい物質探索の指針を与えるものです。

この研究が成功した場合のインパクトは？

高温超伝導体の真の電子相図、真の発現機構に迫り、より高い超伝
導転移温度を持つ銅酸化物超伝導体及びまったく新しい超伝導体の
開発指針を与えると期待されます。
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